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（お知らせ）

平成３０年 １月２５日  

京 都 市 都 市 計 画 局  

担当：住宅室すまいまちづくり課

電話：２２２－３６６３

京都市八条市営住宅団地再生事業における落札者の決定と提案内容について 

 京都市では，京都市市営住宅ストック総合活用計画に基づき，老朽化した市

営住宅団地の再生により，住宅セーフティネットを充実させるとともに，団地

内外の活性化を図っています。

 八条市営住宅につきましては，ＰＦＩ手法（ＢＯＴ方式）によって，全棟の

建替えとともに，敷地の一部を有効活用して民間の住宅や施設の整備を行うた

め，平成２８年１１月に，附属機関として学識経験者等で構成した京都市八条

市営住宅団地再生事業検討委員会（以下「検討委員会」という。）を設置し，   

落札者の決定に向けて審議を行ってまいりました。

 この度，特定調達契約（ＷＴＯ）に係る総合評価一般競争入札を実施したと

ころ，２者から御応募（入札期間：平成２９年６月３０日から１０月２７日ま

で）をいただき，平成２９年１２月１９日に開催された検討委員会による提案

内容と入札価格の審査を経て，同年１２月２６日に，同委員会から審査結果に

関する答申を受けました。

 この答申を踏まえ，平成３０年１月１８日に，ＨＩＭ八条住宅団地再生共同

事業体を落札者に決定しましたので，お知らせします。

記

１ 落札者の名称 

  ＨＩＭ八条住宅団地再生共同事業体 

（構成員） 

  ㈱長谷工コーポレーション（代表事業者，設計・建設・移転支援業務担当） 

  ㈱市浦ハウジング＆プランニング（設計・工事監理業務担当） 

  ㈱カノンアソシエイツ（工事監理業務担当） 

  ㈱長谷工コミュニティ（維持管理業務担当） 

  名鉄不動産㈱（付帯事業用地活用業務担当） 
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２ 落札者の入札価格

 事業費    

   ４,５８１,４００,０００円（消費税抜） 

 土地売買代金 

   １,１３３,３００,０００円（消費税対象外）

３ 落札者の主な提案内容（別紙「施設イメージ」を参照） 

 市営住宅（新棟）等の整備 

   市営住宅を建て替えるとともに，公園を整備し，周辺道路を６ｍに拡幅

  する。 

ア コンセプト 

   ・ 敷地を一体的に活用し，施設整備と地域コミュニティ活性化の取組

    を併せて「一つのまち」をつくる。 

   ・ ユニバーサルデザインに配慮し，可変性と快適性を高めたプランニ

    ングにより，長期間有効活用できるストックを形成する。 

イ 住戸数  

    ２３０戸 

  （内訳） 

住戸面積（間取り） 住戸数 

３５㎡住戸（１ＤＫタイプ） ８４戸

４５㎡住戸（１ＬＤＫ又は２ＤＫタイプ） １１６戸

６０㎡住戸（３ＤＫタイプ） ３０戸

ウ 施設規模 

施設名 施設規模 

市営住宅（新棟） 地上７階建て，延床面積１１,７２２.３１㎡

公  園 ９９７.７９㎡
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 入居者の移転支援 

   民間賃貸マンション等への仮移転や新棟への戻り移転を支援する。 

ア 移転促進の工夫 

    入居者との信頼関係を築き，希望に沿った仮住居の紹介が効率よくで

   きるよう，担当者を常駐させた現地支援センターの開設や仮住居の内覧

   会を開催する。

イ 入居者負担の軽減 

新棟の建設時に当初予定していた６，７号棟に加えて５号棟や集会所

   を存置し，工事期間を短縮するとともに，仮移転の対象人数を減らすこ

   とにより，入居者の負担を軽減する。 

 市営住宅（新棟）の維持管理 

   新棟完成後１０年の間，市営住宅の点検や設備の保守管理等を行う。 

ア 維持管理の体制 

    建物や設備の保守管理・点検の専門業者と連携するとともに，代表事

   業者がサポートする体制を構築して，着実に事業を遂行する。 

 付帯事業用地の活用 

   若年層世帯や子育て世帯等を呼び込む住宅や施設を整備するとともに，

  コミュニティ活性化の取組を行う。 

ア 施設用途 

    ファミリー向け分譲マンション 

イ 用地面積 

    ４,１１０.５０㎡ 

ウ 住戸数（住戸面積） 

    １０２戸（住戸面積：約６６～８１㎡） 

エ 施設規模 

    地上７階建て，延床面積 ７,９２８.３１㎡ 

オ その他施設 

    集会所の一角に，コミュニティ施設として「まちライブラリー」を 

   設置する。 

   ※ 「まちライブラリー」とは，みんなで持ち寄った本でつくる私設の

    図書館で，本の貸出しやイベントをきっかけに，コミュニティ形成を

    図る取組である。全国で４８０箇所が運営されている。
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４ 審査の概要 

  落札者決定基準に基づき，入札参加資格の確認に関する「第１次審査」と，

 提案と価格の評価に関する「第２次審査」の２段階で審査を実施した。

 第１次審査（入札参加資格の書類審査） 

   書類確認により，２者の入札参加資格（事業実績や資格の有無など）を

  審査した結果，共に参加資格を有していることを確認した。 

 第２次審査（提案書等のプレゼンテーションとヒアリングによる審査） 

   ２者から施設整備計画等の提案に関するプレゼンテーションを聴取し，

  ヒアリングを行ったうえで審査した結果は，次のとおりであった。

   ア 各入札者の得点 

入札者名 
ＨＩＭ八条住宅

団地再生共同事業体

吉村建設工業 

グループ 

総合得点 １６３.１点 １４３.９点

（得点の内訳）

提案内容（１２０点満点） ８３.１点 ７５.６点

価  格（ ８０点満点） ８０.０点 ６８.３点

   イ 評価の概要 

    （ＨＩＭ八条住宅団地再生共同事業体の提案）

     主に次の提案が評価され，総合得点が１位であった。

    ・ 事業計画において，団地内に入居者の移転に関する支援センター

    を設け，移転開始から本移転まで一貫して担当する専門スタッフを

    常駐させるなど明確な実施体制が示され，資金調達についても無理

    のない範囲で自己資金を活用する計画が示されたこと。

    ・ 施設整備計画において，ユニバーサルデザインに配慮し，車いす

    の利用を想定して水回りスペース等にゆとりを持たせるなど，快適

    性や利便性の高い計画が示されたこと。

    ・ 市営住宅の広場や公園を介し，市営住宅と分譲マンションが一体

    的に配置されるなど，まちづくりへ配慮した計画が示されたこと。

    ・ 地域産材（みやこ杣木）を積極的に使用する，市内経済へ配慮し

     た計画が示されたこと。

    ・ 他の入札者よりも事業費が安く，土地売買代金が高かったこと。

（吉村建設工業グループの提案） 

     主に次の提案が評価され，総合得点が２位であった。

    ・ 施設整備計画において，災害時の施設利用を想定し，防災用井戸

     を整備するなど，安心，安全の確保に配慮した計画が示されたこと。

    ・ 市内企業の技術力を積極的に活用する，市内経済へ配慮した計画

     が示されたこと。
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＜審査項目別の得点＞ ※２者の評価を比較して，高い方を太枠で囲んでいる。

審 査 項 目

配点

入札者名 

主な審査の視点
HIM 八条住宅 

団地再生共同事業体

吉村建設工業

グループ

総 合 得 点 ２００ １６３.１ １４３.９
事業計画 １５ １１．４ ８．８

事業の実施体制の妥当性 ５ ３.６ ３.０
事業スケジュールの妥当性 ５ ３.６ ３.２
資金調達計画の妥当性 ５ ４.２ ２.６

施設整備計画 ４０ ２８．０ ２６．０

快適性及び利便性の確保 １５ １１.４ １０.２ 

安心，安全の確保 ５ ３.０ ３.２ 

環境・景観への配慮 １０ ６.８ ６.８ 

安全対策 ５ ３.０ ２.８ 

維持管理の工夫 ５ ３.８ ３.０ 

移転の支援 １５ １１．２ １０．４

 移転促進の工夫 １０ ７.６ ７.２ 

 入居者負担への配慮 ５ ３.６ ３.２ 

団地内外の活性化 ２０ １３．２ １０．８

コミュニティ形成への配慮 １０ ６.４ ５.６ 

まちづくりへの配慮 １０ ６.８ ５.２ 

市内経済への配慮 ２０ １２．７ １３．８

地域産材の活用（量） ５ ５.０ ０.４ 

市内企業の技術力の活用（量） １０ ４.９ １０.０ 

上記以外の評価 ５ ２.８ ３.４ 

総合評価 １０ ６．６ ５．８

先進性や発展性，独自性 ５ ３.６ ３.０ 

提案のバランス ５ ３.０ ２.８ 

価格 ８０ ８０.０ ６８.３

５ 今後の予定 

時  期 内    容 

 平成３０年 ５月  本契約を締結（市会に契約議案を提案） 

６月  入居者の仮住居への移転を開始 

平成３１年 ６月  市営住宅（新棟）の建設工事に着手 

平成３２年１０月  市営住宅（新棟）の完成，維持管理を開始 

１１月  入居者の新棟への入居を開始 

平成３３年１２月  公園等及び分譲マンションの整備工事に着手 

平成３４年 ２月  公園等の完成 

平成３５年 ５月  分譲マンションの完成 
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施設概要等について 

１ 施設概要 

 施設名称 

   八条市営住宅（建設後５１年～５５年が経過） 

 所在地 

   京都市南区唐橋平垣町２４番地 

 敷地面積

   １１，９５４．８２㎡（本事業で道路を拡幅する前の面積） 

２ 検討委員会の委員構成（五十音順，敬称略） 

氏  名 所      属 

天野 広一 南区唐橋自治連合会 会長 

黒木 幹雄 京都府建築士会 常任理事 

株式会社アーキネット京都１級建築士事務所 代表 

髙田 光雄 

（委員長） 

京都美術工芸大学工芸学部建築学科 教授 

室﨑 千重 奈良女子大学研究院生活環境科学系 講師 

山田 陽子 公認会計士，税理士 

山田陽子事務所 所長 

３ これまでの経過 

時  期 内    容 

平成２８年１１月１１日  検討委員会を設置

平成２８年１２月

～平成２９年 ４月

 検討委員会の開催（計３回） 

（審議内容：事業手法や評価基準等の検討）

６月３０日  入札公告（入札期間４箇月）

１０月５日～１１日  第１次審査提出書類を受付 

１０月２７日  第２次審査提出書類を受付・開札 

１２月１９日  検討委員会の開催・入札者提案の審査 

１２月２６日  検討委員会から審査結果に関する答申を受領 

八条市営住宅 

ＪＲ西大路駅

洛陽工業高等学校跡地

１号棟
２号棟

３号棟

４号棟

５号棟

６号棟 ７号棟西
大
路
通
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施設イメージについて 

上空（敷地南東側）から見た施設全体のイメージ 

市営住宅の広場から公園を見た施設イメージ

市営住宅（新棟） 

分譲マンション 
公園 

市営住宅（新棟） 

分譲マンション 

公園 

広場 

広場 


